
修
、運
動
公
園
の
張
り
芝
工

事
等
の
教
育
施
設
整
備
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、須
恵
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
・
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
社
会
実
験
事

業
を
開
始
で
き
た
こ
と
は
十

六
年
度
の
大
き
な
成
果
で
し

た
。

　
水
道
事
業
に
つ
い
て
、十

六
年
度
の
降
雨
量
は
、前
年

比
一
％
減
の
平
年
並
み
で
し

た
。

　
事
業
と
し
て
は
、第
六
次

拡
張
工
事
が
二
年
目
を
迎
え
、

海
水
淡
水
化
事
業
等
に
よ
る

受
水
の
た
め
の
配
水
池
が
完

成
し
、最
終
年
度
と
な
る
平

成
十
七
年
度
は
、ろ
過
池
等

残
り
の
工
事
を
行
い
完
成
を

目
指
し
ま
す
。

　
不
況
下
で
、法
人
等
の
水

道
使
用
料
の
漸
減
が
顕
著
と

な
り
、四
年
連
続
の
収
益
減

収
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
三
位
一
体
」の
改
革
が

進
行
し
て
い
く
中
、国
庫
補

助
負
担
金
の
削
減
と
地
方
交

付
税
の
縮
減
に
替
わ
る
財
源

措
置
と
し
て
の
税
源
移
譲
が
、

ど
こ
ま
で
本
町
に
と
っ
て
有

効
な
財
政
措
置
と
な
る
か
否

か
は
予
断
を
許
さ
な
い
情
勢

で
あ
り
ま
す
。

　
地
方
に
と
っ
て
は
今
後
も

引
き
続
き
非
常
に
厳
し
い
財

政
運
営
を
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
よ
り
良
い
町
づ
く
り
の
た

め
、須
恵
町
と
し
て
の
健
全

な
財
政
運
営
に
意
を
尽
く
す

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

 

（
全
員
賛
成
で
認
定
）

　
一
般
会
計（
第
三
回
）、国

民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第

一
回
）、公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計（
第
一
回
）、農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第

一
回
）、水
道
事
業
会
計（
第
一

回
）の
補
正
予
算
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
も
の
と
し
て
は
、東

原
た
め
池
改
修
工
事
、ス
マ

ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
社

会
実
験
事
業
費
の
追
加
、公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
へ

の
繰
り
出
し
金
、上
須
恵
区

公
民
館
改
修
等
の
類
似
公
民

館
及
び
組
合
集
会
所
新
増
築

等
補
助
金
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
助
成
事
業
備
品
購
入
費
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

9月定例会

十
七
年
度
補
正
予
算

会計 歳入・歳出 補正額 予算総額

一　　般

国民健康保険

公共下水道事業

農業集落排水事業

水道事業

歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出
歳入
歳出

収益的支出
資本的収入
資本的支出

35,112

8,627

238,665

2,000

1,836
33,000
33,000

7,184,464

2,335,251

1,275,593

90,395

563,161
609,118
711,240

平成17年度　歳入歳出補正予算 （単位：千円）

金がない

　
平
成
十
六
年
度
一
般
会
計

は
、減
税
補
て
ん
債
の
三
億

七
千
八
百
八
十
万
円
に
つ
い

て
起
債
の
借
り
換
え
を
行
っ

て
お
り
、そ
の
分
、歳
入
歳

出
と
も
に
決
算
額
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
い
た

実
質
収
支
額
は
二
億
七
千
八

百
七
十
五
万
円
と
な
り
ま
し

た
が
、十
六
年
度
実
質
収
支

か
ら
十
五
年
度
実
質
収
支
を

引
い
た
単
年
度
収
支
は
一
億

九
千
五
百
四
十
二
万
円
の
赤

字
、さ
ら
に
財
政
調
整
基
金

（
町
の
貯
金
）を
二
億
三
千

二
百
万
円
取
り
崩
し
て
い
ま

す
の
で
、単
年
度
収
支
に
実

質
的
な
黒
字
要
素
や
赤
字
要

素
を
加
減
し
た
実
質
単
年
度

収
支
は
四
億
一
千
五
十
一
万

円
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。

　
歳
入
で
は
前
年
度
に
比
べ
、

町
税
が
〇
・
九
％
の
微
増
、

三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
を

受
け
、地
方
交
付
税
が
四
・

六
％
減
少
し
、経
常
一
般
財

源
の
減
少
に
加
え
て
、公
立

保
育
所
運
営
費
国
庫
、県
負

担
金
の
削
減
等
に
よ
り
、経

常
収
支
比
率
は
九
二
・
一
％

と
前
年
度
に
比
べ
八
ポ
イ
ン

ト
と
三
年
連
続
で
大
幅
に
悪

化
し
、財
政
の
硬
直
化
が
一

層
顕
在
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。

　
全
国
的
に
ど
の
市
町
村
と

も
経
常
一
般
財
源
の
確
保
が

非
常
に
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
な
か
、本
町
も
財
源
不

足
を
基
金
の
取
り
崩
し
に
よ

り
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　
歳
出
に
お
い
て
人
件
費
は

前
年
度
に
比
べ
二
・
七
％
減

少
し
た
が
、扶
助
費
の
障
害

者
支
援
費
制
度
の
権
限
委
譲

に
加
え
児
童
手
当
支
給
基
準

の
改
定
の
影
響
や
保
育
所
費

の
増
加
に
よ
り
一
五
・
五
％

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
繰
出
金
で
は
、公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
へ
の
繰
出

し
を
始
め
と
し
て
、国
民
健

康
保
険
、老
人
保
健
、介
護

保
険
事
業
等
へ
の
繰
出
金
が

一
七
・
三
％
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
そ
の
他
、清
掃
施
設
組
合
、

消
防
組
合
等
へ
の
負
担
も
八

％
増
加
し
て
お
り
、繰
出
金

や
一
部
事
務
組
合
負
担
金
の

増
加
が
、本
来
必
要
十
分
で

あ
る
べ
き
一
般
行
政
経
費
を

圧
迫
す
る
結
果
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、主

な
事
業
と
し
て
、交
付
金
を

利
用
し
た
西
原
〜
酒
殿
線
を

始
め
と
す
る
道
路
整
備
事
業
、

第
一
小
学
校
給
食
室
改
造
、

第
三
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
改

会計区分 歳　入 歳　出 差引額

一般会計

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

奨学資金特別会計

公共下水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

　　　 収益的支出

　　　 資本的支出　　　

　　　　　計

72億7,857万円

22億1,070万円 

21億9,822万円

5万円

11億4,520万円 

8,430万円

4億4,374万円

7億6,937万円 

141億3,015万円  

75億5,732万円

22億1,738万円 

22億0,011万円

322万円

11億4,973万円 

8,872万円

4億5,855万円

6億4,323万円 

143億1,826万円  

2億7,875万円 

668万円

189万円

317万円

453万円

442万円

1,481万円

△1億2,614万円

1億8,811万円

水
道
事
業 

会
　
　
計

平成１6年度各会計決算内訳

　平成17年第３回定例会は、９月13日から９月22
日までの10日間で行われ、提案された25件の議案、
諮問１件、意見書１件については、原案のとおり可決、
承認されました。
　なお、継続審査となっていた請願１件については、
取り下げられました。

開会を宣言する長澤議長

十
六
年
度
決
算
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